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渡辺俊六助手略歴

歴

昭和32年3 打:熊本リι立熊本1窃等学校卒業

昭和34年4jl:九州_{1業大学金属.1:学科人学

昭和38年3j]:1司大学卒業

四年生の時,鉄冶学i嗣整(沢村企好助教1到に所属し, FOS-CU§系硫化物の江ル1について研

m.を1子う。

昭和38年4j}:大阪大学大学院工学部冶分学教室修 1:課程に人学

鉄冶釡学講座(足立彰キ剣到に所属し, H.-H.0・F0の平衡およひ11.-H.0況介ガスと平衡す

るFe-CT-0系の酸化物について研究をliう。

昭和如年3j}:同大学院修・1t課程終 r

昭和40年4 打 111:東北大学送鉱製錬何f究所(斎篠恒、モ, 1'1孑i裕教授)に助千として動務。

昭和帖年2j」2811:大阪大学より 11学博.・上を授・りされる。

何究惣目:溶融金嘱および介分の密皮および休祐膨張係数に関する研究

昭和耶イ1ξ10jはり 2年岡,アメリカ介衆1亙1シカゴ大学ジJ.イムスフランク研究所(0.J KleP那

教授)に劉学。

'r成5午4jⅡΠ:索材工学研究所(佐々木弘,怖鞭良昭,島川凸彦教授)に助千として効務。

'F成13年4 打 1日:多尤物質科学研究所(島田品彦教;劉に助予として動務。

平成14年3jj:定年退職。

罰:なし

生午j」日

本籍地

職名

所属

昭和13年11jJ1211

1;1'上曵1雫

助下

東北火学多兀物質科学研究所



論文(その一 1)

1. Densities and viscosities oflron, cobalt and Fe-CO Nloy in Liquid state.

S. watanabe : Trans. Japan lnst. Metals,12 (1971),17.

2. Densities ofFe-Ni, CO-Ni, CO-Mo and co一訊INloys in Liquid state.

S. watanabe, M. Amatatu and T' saito : Trans. Japan lnst. Metals,12

(1971),337

著 作

3.溶融CU2元系合金の密度

渡辺俊六,斎藤恒三:日本金属学会誌,35 (1971),554

; T,ans. Japan lnst. Metals,13 (1972),186

目

4.溶融純鉄の熱膨張について

渡辺俊六,斎藤恒三:日本金属学会誌,36 (1972),73.

; Tr即S. Japan lnst. Metals,14 (1973),120.; TheBritish lron & steelbldustly
TranslationseNice,(1973),11116

録

5.少量のアルミニウムを含む溶鉄の冷却・凝固の際に生ずる酸化物について

渡辺俊六,高野勝利,守屋香,津安英,白石裕:鉄と鋼,65 (1979),

383 ; T,aDS.1ron stee11nst. Japan,19 住979),683
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6.溶融錫,鉛,亜鉛の超音波伝播速度

津安英,白石裕,高野勝利,渡辺俊六:日本金属学会誌,43 (1979),49

フ.固体および液体状態の純鉄の密度

渡辺俊六,津安英,高野勝利,白石裕:日本金属学会誌,妬(1981),242

8. Thermochemistry ofA110ys ofTransition Metals : part Ⅲ.copper-silver,
-Titanium,-zirconium, and-Hafnium at 1373 K.

0. J.Kleppa and s. watanabe : Meta11. Trans. B,13B (1982),391

9. ENTHALPIES AND ENTROPIES OF SOLUTION OF FIRST ROW

TRANSITION MET紅S IN LIQUID COPPER.

0. J. Kleppa and s、 watanabe : solid state communications,46 (1983),799

10. Athermochemicalstudy ofliquid and solid a110ys ((1-X) La十XN" at1376 K

S. watanabe and o. J. Kleppa : J. chem. Thermodynamics,15 (1983),633
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11. Thermochemistry ofAⅡoys ofTransition Metals : part Ⅳ. A110ys of copper
With scandium, Yttrium, Lanthanum, and Lutetium.

S. watanabe and o. J. Kleppa : Meta11, Trans. B' 15B (1984),357

12. E>軸FS STUDY ON PREMELTING AND SUPERCOOLING P1狙NOMENA

OF GALLIUM

M. Hida, H、 Maeda, N. Kamijo, K. Tanabe, H. Terauchi, Y.Tsu and s

Watanabe : J. Non-crysta11ine solids,61 & 62 (1984),415

論文(その一2)

1. H.-H.0-Feの平衡およひ11fH.0混合ガスと平衡するFe-cr-0系の酸化物について
足立彰,荻野和己,渡辺俊六:日本金属学会1965年秋期大会(第57回)講

演概要, P.85

2.金属結合に関する一考察

渡辺俊六,斎藤恒三:日本金属学会1970年秋期大会(第釘回)講演概要,

P'171

3,溶融CU-sn系合金の表面張力について

渡辺俊六,斎藤恒三:日本金属学会1972年秋期大会(第71回)講演概要,

P.249

4.静滴法による銅の融点近傍の密度測定

渡辺俊六,高野勝利,津安英,白石裕:日本金属学会1975年秋期大会

(第77回)講演概要, P'281.

5.金属の融解時における体積変化について

渡辺俊六,高野勝利,津安英,白石裕:日本金属学会1976年秋期大会

(第79回)講演概要, P.227

6.高張力鋼(HT-50,-60,-80)の溶融状態における窒素吸収
白石裕,津安英,渡辺俊六,高野勝利,:日本金属学会1977年秋期大会

(第81回)講演概要, P.283,

フ. Ni-CUおよひNi-C0系合金の融解による体積変化

渡辺俊六,高野勝利,津安英,白石裕:日本金属学会1977年秋期大会

(第81回)シンポジウム講演予稿, P.104

8.溶鉄にA1を添加した際に生ずる酸化物について(Ⅱ)

渡辺俊六,高野勝利,津安英,白石裕:日本金属学会1977年秋期大会

(第81回)講演概要, P.188,



9.鋼塊中に生ずるクラスター状アルミナ介在物の成因について(溶鉄のA1による脱

酸機構について一1)

渡辺俊六,白石裕:鉄と鋼,64 (1978), SH5

10.脱酸生成酸化物のメスバウアー分光およひX線光電子分光による研究(溶鉄のAI

による脱酸機構について一Ⅱ)

渡辺俊六,金子泰成,大川淳,白石裕,杉之原幸夫:鉄と鋼,64 (1978),

S146

11. Fe.Pのメスバウアー分光の測定

渡辺俊六,大川淳,金子泰成,白石裕:鉄と鋼,65 (1979), S176

12,鉄製錬における溶媒としての鉄の挙動について

渡辺俊六,金子泰成,大川淳,白石裕:鉄と鋼,65 (1979), S17フ

13.酸化鉄ぺレットの還元反応速度におよぽす含有元素の影響について

渡辺俊六,金子泰成:鉄と鋼,65 住979), S612.; Tr抑S.1SIJ,20(6),(1980),

B-259

14.結晶中の転位の起源

渡辺俊六:日本金属学会1991年秋期大会(第109)講演概要, P.579

15.双晶の成因

渡辺俊六:日本金属学会1992年春期大会(第110回)講演概要, P.483
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16.δ一Fe結晶中の転位の成因

渡辺俊六:日本鉄鋼協会講演論文集,材料とプロセス,5 (1992),235

17.六方晶金属結晶中の格子欠陥の成因

渡辺俊六:日本鉄鋼協会講演論文集,材料とプロセス,5 (1992),1790

18'無機物質の結晶構造

渡辺俊六:日本金属学会1993年春期大会(第112回)講演概要, P.271

19.双晶における凹入角の成因

渡辺俊六:日本鉄鋼協会講演論文集,材料とプロセス,6 (1993),1185

20.溶鉄のA1脱酸の際に生成するAI0-AI.0。

渡辺俊六:日本鉄鋼協会講演論文集,材料とプロセス,6 (1993),227

21.ひげ結晶

渡辺俊六:日本鉄鋼協会講演論文集,材料とプロセス,フ(1994),646
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22 対電子問の磁場による相互作用

渡辺俊六:日本鉄鋼協会講演論文集,材料とプロセス,14 (2001),566

23 第一種超伝導体

渡辺俊六:日本鉄鋼恊会講演論文集,材料とプロセス,14 (2001),1222.

24 第二種超伝導体

渡辺俊六:日本鉄鋼協会講演論文集,材料とプロセス,14 (2001),1223

論文(その一 3)

1. APPLICATION OF MOSSBAUER SPECTROSCOPY TO DEO×1DATION

FROM LIQUID IRON BY 紅UMINIUM

S. wataTlabe, A. ohkawa, Y. Kaneko and Y. shiraishi: Journalde physique,

40 (1979), C2-632.

2. APPLICATION OF X-RAY PHOTOEIECTRON SPECTROSCOPY TO

DEO×1DATION FROM MOLTEN IRON BY ALUMINIUM

S. watanabe, Y.Kaneko, A. ohkawa and Y. shiraishi: physico-chimie et

Siderurgie,(1979),279.(The proceedings ofthe lnternationalconference on
the physicalchemistry oflron and steelmaking, versai11es, France,(1978))

3.凝固時および溶融状態における銅の表面張力について

渡辺俊六,白石裕,斎藤恒三:東北大学選鉱製錬研究所い報,29 (1973),
12

4.溶融Cr-N系およぴMn-N系合金の密度

津安英,高野勝利,渡辺俊六,白石裕:東北大学選鉱製錬研究所い報,
34 (1978),131.

5. Mg勗一ca艮系の固体および液体のモル体積
白石裕,渡辺俊六:東北大学選鉱製錬研究所い報,34 住978),1.

6.固体および液体状態のFe-P系合金の密度

渡辺俊六, Ab01-HassanK.Abdel-Aziz,白石裕:東北大学選鉱製錬研究所

い報41 (1985),9

フ.溶融ガラスと固体酸化物の濡れ性

白石裕,深津敦,渡辺俊六:東北大学選鉱製錬研究所い報,46 (1990),43

8. siorcao-AI.0。系ガラスによるアルミナの接合
安秉局,岡本幸裕,渡辺俊六,白石裕:東北大学選鉱製錬研究所い報,

47 (1991),86



著 書

1. DeS北y ofLiquid Metals and Nloys.

S. wat即abe: Handbookofphysic0イhemicalpropertiesofHighTemperatures,

Iron stee11nst. Japan,(1988), P.2~23
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